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担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 30%
小テスト 10%
レポート 10%
成果発表

（口頭・実技） 20%
平常点 30%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回 まとめ 全体のまとめ。

具体的な職種について⑵ A&Rの仕事ついて理解する。

具体的な職種について⑶ プロモーターについて理解する。

具体的な職種について⑷ プロデューサーについて理解する。

業種と企業について⑴ レコード会社を中心とした業種と企業について理解する。

業種と企業について⑵ プロダクションを中心に業種と企業について理解する。

業種と企業について⑶ その他の業種と企業について理解する。

職種について⑸ レコーディング、楽曲制作の職種について理解する。

職種について⑹ その他の職種について理解する。

具体的な職種について⑴ マネージャーについて理解する。

職種について⑵ レコード会社の職種について理解する。

職種について⑶ プロダクションの職種について理解する。

職種について⑷ コンサートに関わる職種について理解する。

職種について⑴ アーティストに近い職種について理解する。

評
価
方
法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する
授業内容の理解度を確認するために実施する
授業内容の理解度を確認するために実施する
授業時間内に行われる発表方法、内容について評価する
積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回〜１５回）
授業内容 各回の到達目標

音楽業界について考える 音楽業界の仕事や働き方について理解する。

 キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけで
なく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。音楽業界の動き等について
概説するので、自分でも情報を収集し、演奏技能の向上に努める事。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することがで
きない。

毎回レジュメ・資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。
担当教員情報

藤崎 実務経験の有無・職種 有・A&R、制作ディレクター
学習目的
 この科目を受講する学生は、音楽業界の様々な仕事がどういうものであるかということを理解し、これまでイメージしてきた音楽業界というものと
の違いを意識させる。そのうえで、どのような考え方や能力が求められているのかを意識できるようにし、「音楽業界」において働くとはどういう意
義を持ち、どのような人間的資質が求められており、評価されるのかを理解できるようになるのがねらいである。

到達目標
 何気なく漠然とイメージしていた「音楽業界」というものに対して、より具体的に職種の紹介や説明、どのような役割があるのかを可能な限り理解が
できるようにする。そのうえで、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・企業・職種を自分の適性や興味・関心と結びつけて理解
すること、社会にでてから活動するために必要な能力を具体的にイメージすること、社会や組織で協働することの重要性を理解することなどができる
ようになることを目標にしている。

教育方法等
 個人ワークやグループワークを採り入れる。他人が発する情報をどのように受けとめ、理解するか、さらにそれをどのように伝えていく
かを意識しながら、授業を進める。授業中での行動を通じて、学生の「ジェネリックスキル」を育成していく。この授業に主体的に参加す
る学生が、自分の「音楽業界とは」を自分自身の言葉で語り、理解できるようになることを目指す。

２年次 必修 30時間
２単位 講義

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 音楽業界研究３
科目基礎情報

ミュージックアーティスト科 ヴォーカリストコース・プレイヤーコース 前期


